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戦後80年の節目の年となる今年、沖縄県と独立行政法人国際協力機構沖縄センター（JICA沖

縄）は、大洋州にある国・パラオと共同で平和継承・平和学習のあり方を考える取組を行っていま

す。 

地上戦という共通した歴史を持つパラオと沖縄ですが、パラオではその経験も含めた歴史・パ

ラオとしての文化を継承する取組はまだ始まったばかりです。また沖縄では戦後 80 年が経過す

る中、学校現場では子ども達にどう平和を自分事として、自分の生活と直結するものとして考え

てもらえるような授業を作っていくか、改めて検討が始まっています。 

こうした「戦争の経験や、平和を思うこころをいかに次世代へ伝えていくべきか」という共通の

課題を持つもの同士で学び合おうと、以下のとおり、パラオの行政官 2名を沖縄に招いた視察研

修を行います。ぜひ取材をご検討ください。 

 

 期間：2026年 1月30日（金）～2月2日（月） 

1月30日（金） 【講義・視察】学校における平和学習 （恩納小学校） 

1月31日（土） 【視察】平和祈念資料館・南風原文化センターおよび陸軍病院壕 

2月 1日（日） 【セミナー】平和学習セミナー （JICA沖縄） 

2月2日（月） 【講義・視察・ワークショップ】読谷村における平和発信 

（チビチリガマ・シムクガマ・ユンタンザミュージアムほか） 

 

取材をご希望の際は、下記連絡先へ 1月20日（火）16時までにご連絡ください。 

【本件に関する問合せ先】 

JICA沖縄 市民参加協力課 （担当：平山） 

TEL：098-876-6000（代表）  E-mail: oictpp@jica.go.jp 

 

【取材依頼】 

パラオの行政官が沖縄の「平和のこころ」を学びます 


